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■ 会 長 報 告         大塚 博巳君 

昨夜（12/3）、静

岡第５分区の第３

回会長・幹事会が

ありました。 

議題は、 

①本年度の静岡第

5 分区 ＩＭ

は、2014 年 3 月 2 日（日）御前崎グランドホ

テルで開催されます。登録は各クラブ 6 割程

度となりますので皆様のご協力をお願い申し

上げます。 

②会長、幹事、会員増強委員長合同会議を、志田

ガバナーの強い要請で2014年 4月ごろ開催さ

れます。テーマは“会員の維持と増強”です。 

本日は、クラブ年次総会で、次年度の「会長、幹

事、副会長、副幹事」を決める大切な日でござい

ます。 

私自身、会長を仰せつかり５ヶ月、会員の皆様の

ご協力を頂き何とか 12月を迎えました。 

次年度役員が決まるということは気持ちの上で

少し楽になるような感じ？がして、今日という日

を心待ちしておりました。よろしくお願い申し上

げます。 

さて今月は「家族月間」でございます。12 月 18

日にクリスマス例会を予定しており、江﨑親睦リ

ーダーを中心に委員会で趣向を凝らし企画して

頂いておりますので、メンバーの皆様はもちろん、

ご家族様のご参加をお願い致します。 

当日は大勢で楽しくやりたいと思います。今から

でも是非ご都合をつけて申し込みをお願いいた

します。 

今年話題になった“2013 ユーキャン新語・流行

語大賞”が発表され、本年は、「予備校コマーシャ 

ル“いまでしょ！“（林修）」、「ＮＨＫ連続テレビ

小説あまちゃんの”じぇじぇじぇ“」、ＴＢＳドラ

マ半沢直樹のセリフ”倍返し“」、「2020 年東京オ 

リンピック招致活動での滝川クリステルのスピ

ーチ”お・も・て・な・し“」の、過去最高の 4

つが受賞しました。国民の子供から大人まで、あ

らゆるところの会話で使われており納得しまし

た。 

静岡新聞コラム（12/3）では、流行語大賞の候補

に挙がりながらも受賞しなかった「ビッグデータ」

の件が、掲載されておりました。 

パソコンやスマートホンで発信され、記録された

膨大なデータや交流サイトへの投稿、つぶやきな

どを分析すれば、人々の感心事や考え方がわかる

そうです。 

これらの活用法としては、先の米大統領選でネッ

ト上の世論をデータから探り選挙戦術に活用し

た。また、小売業や製造業で活用すれば経済効果

は年間 7 兆 7700 億に達するとの政府の試算もあ

るそうです。 

私達のビジネスにおいても、若い世代の「ＩＴ駆

使の能力」を活用する時代になってきたのかな？

とも感じます。今後“IT”の最先端技術・情報の

活用法“等、少しずつ勉強したいと思います。 

以上、会長報告といたします。 

■ 幹 事 報 告          森下 敏顯君 

 藤枝市社会福祉協議会より 

「ふじえだ社協だより」が届いております。 

 学校法人 南陵学園 菊川南陵高等学校よ

り 

講演会と上映会のお知らせが届いておりま

す。 
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■ 出 席 報 告           河井 宏文君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

32／42 76.19％ 37／43 86.46％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石垣君 ○鈴木邦君 ○鈴木透君 ○山田君 

江﨑晴君 大杉君 落合君 村松君 松田君 

仲田晃君 

(２)メークアップ者 

松葉 隆夫君（藤枝南）青島 彰君（藤枝南）      

河井 宏文君（藤枝南）松葉 義之君（藤枝南）   

間野 日出男君（藤枝南）畑 昇君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                        

朝比奈 潔君（藤枝南） 

■ スマイル B O X      河井 宏文君 

 １２月１７日古希を迎えます。これからも

元気な老人になりたいと思います。 

               松葉 隆夫君 

 誕生日祝ありがとうございます。 

小西 啓一君 

スマイル累計額 ８９,０００円 

■ クラブ年次総会                       

 

指名委員会報告 

指名委員会 

委員長 

 青島 克郎君 

 

 

会長を除く役員、理事はクラブ総会において投

票による選挙で選出することを定款及び細則に

よって定められています。 

多くのクラブは立候補による選挙が馴染まない

ため指名委員会を設立し指名を行う方法をとっ

ています。 

当クラブでは指名委員会は５年前までのパスト

会長と現会長で構成され最も古いパスト会長が

指名委員長を務めます。 

 本来は各役職に対し複数の指名を行い選挙す

ることとなっていますが当クラブでは各１名を

指名しクラブ総会で承認をする事を慣例として

います。 

会長ノミニーすなわち次年度副会長は会長に就

任する１８ヶ月以上２年以内にクラブ年次総会

で承認することが定められているため１２月の

第一例会にクラブ年次総会を開催します。 

 当クラブではこの総会で指名委員会は会長ノ

ミニーと次年度副幹事を指名し、次年度会長の会

長エレクト、次年度副会長の会長ノミニーそして

次年度幹事及び副幹事の承認を諮ります。 

それ以外の役員、理事は後日、会長エレクトが指

名し理事会及び会員の承認を得ることになって

います。 

 去る 11 月 2 日当小杉苑に於きまして松葉隆夫

君、仲田廣志君、青島彰君、青島克郎の 4名のパ

スト会長および大塚博巳会長、特別出席者として

森下敏顯幹事が出席し、所用で欠席の石垣善康パ

スト会長の委任を頂き会長指名委員会を開催い

たしました。 

入会年度及び役員経歴等を勘案し慎重に審議し

た結果 2014-2015 年度の副会長に森下敏顯君、副

幹事に大長昭子君を指名することを満場一致で

決定し、理事会に報告を致しました。 

当クラブの実情から副幹事、幹事、副会長、会長

と４年間連続して務めなければならない事もあ

り得る旨をご説明申しあげた上で両君からのご

了承を頂いた事を申し添え報告と致します。 

 

 

次年度会長 

 池ノ谷 敏正君 

 

 

 

 

只今、クラブ年次総会におかれまして２０１４

－２０１５年度、当藤枝ロータリークラブの会長

に選任いただきました池ノ谷敏正です。 

ありがとうございます。 

とても光栄なことであり、身の引き締まる思いで

いっぱいです。 

私が実際に会長の任に就くのは、まだ半年先の

ことではありますが、本日より少しずつ、このよ

うに皆様の前でご挨拶をする機会も増えてまい

りますでしょうし、本番へ向けての助走が始まっ

たんたんだな、と実感しておるところであります。 

さて、私がこの藤枝ロータリークラブへ入会さ
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せていだきましたのが、今から約１７年前、平成

９年の１月だったかと記憶しております。 

当時会長を務めておられましたのが、現在ロータ

リーの友を紹介してくださっている小西会員で

した。 

私の目に映った会長たる小西会員の立ち居振る

舞いや言動は、とても堂々としたものであり、会

長という名にふさわしい風格を感じさせられた

こと、今でも鮮明に記憶しております。 

そしてあの時から、私の中での藤枝ロータリーク

ラブの会長は、とても堂々として立派な人物、と

いう印象ですから、私も少しでもそうなれますよ

う努力していきたいと考えております。 

ですから、私も会員の皆様の心に残るような会長

に、心に残るようなクラブ運営を、目指したいと

思います。 

そして歴代、素晴らしい方々が伝統ある当クラブ

の会長職を務められてまいりましたが、その末席

を汚すことの無いよう務められたら、と今は思う

ばかりです。 

幸いにも幹事には鈴木舜光会員、副会長には森下

会員、副幹事には大長会員と、それぞれ立派な

方々がついていただけております。 

とても頼もしく、うれしく感じております。 

そしてどの方も、人生においては私よりも先輩ば

かり。 

私の良きパートナー、良きアドバイザー、そして

良きお目付け役として、お力添えいただけるもの

と確信しております。 

年が明けますと、委員会編成、組織づくりな

どに着手してゆくことになるかと思います。会

員の皆様には、いろいろな役をお願いすること

となりますが、その時は快くお引き受けいただ

けますよう、お願いもうしあげます。 

ともあれ、私なりに全力で頑張りますので、なに

とぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

次年度副会長 

 森下 敏顯君 

 

 

 

 

次期副会長予定者の承認を戴きましてありが

とうございます。 

副幹事、幹事、そして副会長、さらには会長とい

う重要なポストが近づくにつれ、今迄になくプレ

ッシャーを感じています。 

本日の池ノ谷会長予定者の挨拶は、素直にプレ

ッシャーと会長職を受けるについて強い決意を、

誇らしく語ってくれました。感激しました。 

私も副会長として本日の池ノ谷君のような決意

表明できるようになるのか非常に心配ですが、努

力します。 

よろしくおねがいします。 

 

 

 

次年度幹事 

 鈴木 舜光君 

 

 

 

 

 

 

次年度副幹事 

 大長 昭子君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／池谷君） 


